
  

会社の雰囲気を  明るくするコミュレポ 
 

皆さん、こんにちは。私は、コミュニケーションについての気づきを毎月１回、振り返ることにしています。 

せっかくなので日頃お世話になっている皆さんにもシェアできればと思いこのようなレポートを記述するこ
とにしました。ご笑読頂ければ幸いです。         
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８月からユメオカの子会社で「３万円以下で歯科事務局を持てる」をコンセプトにしたフロ

ンティアワークスを開設しました。新たな社員３人を迎え入れてのスタートです。私は朝礼時

に「フロンティアワークスの６箇条（行動指針）」について、伝えることにしています。例え

ば「メリハリを持つ」という行動指針。その定義は「休む時と働く時は、しっかり分ける。ダ

ラダラ働かない」です。しかし、これだけ伝えても、あまりピンを来ていないことに気が付き

ました。よく多くの社長が嘆いているいわゆる”伝わっていない“感です。そこで朝礼で、６

箇条の中から１つ選んで、その事例を伝えていくことから始めました。 

例えば先の「メリハリを持つ」で言えば、「勤

務中１０分以上の休憩は業務の中で他に影響

がないようであればいつでも取得可能です。勤

務表にその休憩時間を記入すれば大丈夫です」

と伝えた上で事例を話します。「例えば、社内

にいても悶々としてきて、集中できないという

ことはよくあることです。それなら３０分程休

憩時間をとって、散歩にでかけることも問題な

いです。また、１，２時間休憩時間とって、須

磨の海に行って心を鎮めて行くことだってあ

りです。そういう方が、気分が切り替わって、

集中できる時はあるからね」というようにです。 

これを聞いた社員達は、少し笑みを浮かべながら、頷いていました。「メリハリを持つ」定

義だけ伝えていた頃とは、表情が明らかに違います。「メリハリとはそういうことを意味して

いたのか」と腑に落ちたのかもしれません。社の行動指針に限らず、多くのルールは、ありが

ちなものに終始しますし、常識的なものです。しかし、その“常識”は、案外個々によって網

羅している範囲が違うものです。特に今回の新会社はオープニング・スタッフなので、私のキ

ャラクターはじめ考え方は当然ながら、ほとんど分かっていません。”メリハリ“の定義も、

私の定義が正しいのではなく、私の考える”定義“です。それゆえに「定義と事例」の繰り返

しで、どんどん浸透している様子が見えてきました。正直、毎回「６箇条の中から１つ選んで

事例を話す」のは、準備も大変です。しかし、それ以上に社員の行動に「メリハリを持って仕

事しよう、と言ってるじゃないか、なんでそんなことするのかな」という自分の”常識ものさ

し“で測って生まれるストレスを感じなくて済みます。あるいは「細かい事で注意する」スト

レスも少なくなります。これらは私にとってなにより避けたいストレスです。そう考えると毎

日の準備も、結果的にレバレッジを掛けて自分に還ってくるのだと学んでいるところです。 
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“自社の常識“と”社員の常識“ 

 

+スタッフ（社員）が賛同する医院 

 

 

 


